




















































































































































































































名称として、 「頑一足」 「腹-背」 「利き手一添え手」をとるとき、これらは身体の各両端と目された部分の非対


















非対称性の組(Al, Bl) (A2, B2)… (An-1, Bn-1) (An, Bn)
方位の組　(xl, yl) (x2, y2).… (xn-1, yn-1) (xn, yn)
乙の場合:
非対称性の組(Al, Bl) (A2, B2)… (An-1, Bn-1) (Bn, An)








































verschiedene Gefiihl der rechten und linken Seite)　である。 Walfordはこれをすべての方位にまで拡張













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まず非対称性を中心にして身体の回転を記述する　[ x, -xは左右方向、 Y, -Yは上下方向、 z, -zは前
後方向の非対称性の極として]
1 ) (X--X)(Y-Y)(Z--z)  [前後左右の非対称性の逆転]
2 ) (X-X)(Y--Y)(Z--z)  [上下前後の非対称性の逆転]
3 ) (X--X)(Y--Y)(Z-Z)  [左右上下の非対称性の逆転]
4 ) (X-X)(Y-Y)(Z-Z)　　[非対称性の逆転なし]
つぎに方位を中心にして記述する。
[ x,-xは左右方向、 y,-yは上下方向、 z,-zは前後方向の方位の極として]
1') (x--x)(y-y)(z一一Z)  [前後左右の方位の逆転]
2') (x-x)(y--y)(z--z)  [上下前後の方位の逆転]










































① (Ⅹ-X)(Y-Y)(Z-Z ) [実像]
② (Ⅹ-X)(Y-Y)(Z--Z ) [正対した鏡像、すなわちZ軸方向の逆転]
③ (Ⅹ一一X)(Y-Y)(Z--Z ) [ Y軸の周りの実像の半回転、すなわちⅩ、 Z軸方向の逆転、この結果②と一
致しない部分はⅩ軸方向の非対称性]
④ (Ⅹ--X)-(X-Ⅹ) [左右対称]
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